
１．件名：福島第一原子力発電所原子力事業者防災業務計画の修正に係る面談 

２．日時：令和３年１２月１６日（木）１３：１５～１３：５５ 

３．場所：原子力規制庁６階会議室 

４．出席者： 

原子力規制庁 原子力規制部 東京電力福島第一原子力発電所事故対策室 

髙松専門職、横山係長 

東京電力ホールディングス株式会社 （テレビ会議システムによる出席） 

  原子力運営管理部 担当３名 

  福島第一廃炉推進カンパニー 

  プロジェクトマネジメント室 担当１名 

福島第一原子力発電所 担当３名 

５．要旨： 

 東京電力ホールディングス株式会社より、福島第一原子力発電所原子力事業者

防災業務計画の修正について、資料に基づき主に以下の説明があった。 

 ５号機及び６号機のＳＰＤＳデータ伝送項目について現在のプラントの状態に

合わせて見直しを行うこと。 

 機能要求を除外されたもの（ＳＧＴＳ、ＨＰＣＳ、Ｄ／Ｇ等）や核燃料を

装荷しないことから、原子炉関連のパラメータを伝送項目から除外するこ

と。 

 原子力防災資機材の見直しについて 

 格納容器雰囲気モニタについても、上記と同様に削除すること。 

 ６号機の原子炉建屋排気プレナムモニタ放射線モニタについて、５号機等

と同様に使用済燃料プール周辺エリアモニタに変更すること。 

 原子力規制庁は、上記説明を受けた内容について確認した。 

６．その他 

資料： 

 福島第一原子力発電所原子力事業者防災業務計画の修正について 

 別表２―８ ＳＰＤＳデータ伝送項目 

以上 


